
引 ・ 荷役.)ilj主uなどの事前について，鉄道行即応， 以または地

方の関係後l却を通 じて調査する (3) これらの調査を紅i合して ，

災紛に 11 11 した出貨を恕定する。その具体的な惣定数五tを想定貨

物輸送量という。統制経済の時代には，中央な どの統制惨闘の

輸送要請等によって，需給計画が樹てられていたものも多かっ

たので，その惣定も本社では燥できたが， 自由経済のl時代は出

貨予想は駅から段上け'られたものが主体と なる。

2 貨III迎用計 I週

物資別車市送計画にもとづく輸送力の袈付計画であって，その

中心をなすものは， 貨車の地域別すなわち支社，鉄道ー管理局見IJ

の分布とその調節方法である。その前提として貨物輸送能力に

ついては， 耳I丙の保有数および可!fdJ数.:l'î革運用効率，貨ヰ1m

i依効率， 線区別検送力， 駅施設の能力， 荷役および通巡の状況，

過去の突絞などを総合して惣定されるのであって想定貨物輸送

力ということができる。 :l'î 1拝迎用計画の調n別項目としては，

(1) 現在~tjï配置汗1- Ïl!!Í (2) 使用車計画 (3) 輸送ト γ数およ

び発送トン数計画 (4) 空車回送計画 (5) 分界駅出入車数計

画 (6) シート ・ ロ ー プ運用計画 (7) 特額貨車運用計画など

がある。

3 輸送計画は木社の計画を中心として， 支社，鉄道管恕局

までそれぞれ細分して策定され， 必要によ っては駅の計画に ま

でおよ ぶものである。輸送計画はこれをWJI百J 7J IJに分け ると年度

計画， 間半期計画および月間計画となる 。

(1) 年度計画

図の財政 ・ 経済その他の政策は， 年度を単位として実施され

るものであるし，また国鉄の巡営も基本的には同様な形態をと

っているので， 産業の一部門としての貨物輸送は， これに関連

したものとして年度計 画の策定を行うのである。 したがってそ

の裂因となるものは，産業経済の ill)J 1匂，主要物資の需給見通し，

f(易計画 ， 他の運輸後関の消長 と その関連などの客観的情勢に

もとづく 出貨の想定と，鉄道の運営方針， 予算， 車両新造計画，

施設工事晋liilii. 列車巡転計碩，~員事情なと.の輸送能力を構成

する条件を判断して，これらの総合によ って輸送計画を策定す

る。

(2) 四半期計画

/:H貨情勢は季節的な条件によ っ て支配されるために常に変化

するが，年!日1を大別して 4 つの期間に分けることができ る。す

なわち 4 - 6 月は;品質の平調J!!J. 7-9 月は夏期の閑散JtJJ. 10-

12 月は秋冬の繁忙JtJJ . 1 - 3 月は冬期の輸送が制約される時期

となる。四半期計画はこの季節的な特殊性に関連して，年度計

画よりさらに具体的な内容をもった号|闘を策定するのである。

(3) 月間計画

自由経済の下においては長期lにわたる情勢の判断はきわめて

凶難である。このためもっとも現実的な想定が可能である月 間

計画が貨物輸送計画の主体をなしている 。 日常の業務はこ の月

間計画を基本 と して突施されている。

!!:IJ別の紛送計画では旬間ごとに計画する旬開計図があるが，

輸送計画の性質からみると，月間計画より 短期なものは日常の

手配の集積をみた方が適当であり，あえて計画といわなく ても

よし、。

輸送計画は 1 つの基準であり ， 日慌であって ， 計図 I~I 休が完

全無欠にできているものではなく，と くに客観的な情勢は常に

変化するものであるから，いたずらにこれにとらわれて大局の

目的を誤ってはならない。(樹木邦)

かもつゆそうせいせき 貨物輸送成績 貨物の輸送された結

'*を表わす数字をいう。貨物愉送はきわめて多くの製薬の総合

一一一 26 3

かもつゆそう

によって尖仰されるものであるから， 輸送J~~'(も多くの項目に

わたって表わされている。輸送成総の項目としては次のものが

ある。

1 貨物輸送金

川 貨物紛送トン数および貨物発送 ト ン数 (2) 扱別貨物輸

送 ト ゾ数および同貨物発送トン数 (3) 物資別貨物輸送トン数

(4) 特定区間経由貨物輸送ト γ数。

2 貨物輸送能力

(1) 貨車の現在数， 使用車，貨111巡用効率. 1君事積載トン数

または 11ド平均積載トン数 (2) 貨物のト γ キロ (3) 貨物71J

事の五I!転キ ロ 。

3 貨物収入

(1) 取扱収入 (2) 純収入。

この概揺された項目はさらに詳細lに分類されると 同時に支社，

鉄道管理局)jIJにも分類される。貨物輸送は産業経済および国民

生活にきわめて~い関連があるとともに，また国鉄の経営の基

本ともなるから， その成記'!については各方聞から常に深い|共l心

が払われている。貨物輸送成絞は日常の業務においては貨物輸

送業務遂行のための資料として. :l:~ヰl集配報告(貨報と略称す

る)によって報告されている。 またべつにその成総を精算し，

さらに各項目にわたって詳細に分析するために辺氏荷帳表取扱手

続および運輸状況報告事務取扱規程(ウ ホ) によ る鉄道統計があ

る。(酒本弁)

かもつゆそうでつづき 貨物輸送手続 国鉄の貨物輸送に関

するいっさいの事務的計画，取扱方法およひー処理方を定めたも

のである。本貨物運送規則が鉄道と:l:~主との利害関係を定めた

もので，国鉄公示をもって規定しているのに対して， 貨物繍送

手続は主として鉄道内部職員に事務的な取扱j'jを指示した職務

命令であ る。

国鉄の創設時代には貨物輸送に以lする統一整備された規程は

なく，わずかにつぎの ような単独規程が定められているに過き.

なかった。

(1) 冷蔵事取扱方 (2) 貨11ï周波布取扱ブ'j" (3) 貨車1fï~史取

扱方 (4) 貨車封印取扱方 (5) 貨車着発成紋および配給簿綴

式並記入ブ''j (6) 貨車着発成績旬報および中継成縦旬報 (7) 

中継貨車着発手帳および:l:~1fï連結順序帳記入プï (8) 貨物日報

記入手絞並取扱方。

明治 42 年にし束中西部貨車及附属品集配手続1 が定められ，

大正 8 年に至って 5 黑t 48 箇条から成る u'pド及:!:'t車附属品五li

用手続1 の整備をみたが， 当時は第 1 次大戦のi去を受けて経済

界も飛躍的な発展を遂げ，鉄道輸送もいち じるし く 繁忙 と なり

各地に輸送の混乱が起ったので，大正 9 ・ 5 鉄道省巡輸局内に配

車線が創設されたのを機として ， 輸送力整備の方向に規程鎖を

大改正し，笠大正 10 ・ 2 から実施された。

しかしこの時もまだし貨物及1~111迎用手続lL小口貨物紛送

手続1 その他の規程が単行逮として出ていたものが多いので，

大正 14 ・ 11 これらの諸規程を統合して貨物輸送手続が制定され，

翌大正 15 ・ 2 から実施されたのである。 これが~t.Eの貨物輸送

手絞の形態をなした最初Jのものである。

その後数回部分的改正が行われたが， 昭和 11 . 8 の改正と ，

昭和 15 ・ 3 の改正のほかは特記すべき ものはなかった。自ÎJ者は

食料品特殊貸率五u用手続の単行規程を吸収したものであり ， 形

態的にはかなりの大きな改正であった。後者は内容的にも形式

的にも相当な大改正であった。昭和 12 年日準司王変ぼ っ 発以来，

箪事およひ.生産力鉱充計闘の遂行を相Kij唱! と して生産活動はいち

じるしく活発となり ， 国鉄は今ま でに経験しなかった愉送燦時




